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1 はじめに

近年，我々はウェブ上の検索システムから多くの知

識を得るようになった．しかし，現在の情報検索シス

テムには問題点が存在する．例えば商品検索を行う

際，最初のクエリではあまり納得のいく商品が見つか

らず，何度もクエリの変更を行うことがしばしばある．

この時，クエリを変更して行く間に次々とページが変

わり，以前見ていた商品は多少興味があったとしても

ページ上から消えてしまう．そして，興味をもった商

品の情報や存在を忘れてしまい，商品同士を比較する

ことができないといった問題が発生する．

この問題を解決するために，検索システムを使用す

るユーザに対し，興味を持った商品情報の収集と比較

を支援するシステム Pick-up Cartの開発を行った．こ

こで商品情報に焦点を絞った理由は，商品情報が様々

な種類のデータを持っているため，他の種類の検索へ

の応用も容易だと考えたからである．

2 情報の収集・比較支援インタフェース

前述の問題を解決するため，情報の収集支援と比較

支援を行うインタフェースの設計を行った．

2.1 情報の収集支援

ユーザが興味を持った商品情報を保存・表示するこ

とで商品情報の収集を支援する．

既存の商品検索サイトの右側に，商品情報の表示と

比較を行うためのボックスを新たに設置する．これを

カートと呼び，このカートはページのスクロールや移

動 (サイト間の移動も含める)を行ってもその場に固定

され常に使用することができる．

ユーザが検索結果に表示される商品をドラッグし

カートにドロップすると，自動的に該当商品の情報が

保存され，ユーザはボックス内の商品情報を常に見る

ことができる．これは，商品を手に取ってカートに入

れておくという直感的な操作に対応している．
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図 1 カートに商品の情報を投げ込む様子．

2.2 情報の比較支援

カート内に保存された情報の比較を容易にし，商品

情報の比較を支援する．商品がカート内にドロップさ

れると情報は自動的に比較がしやすいテーブル形式で

表示される．テーブルの行には一つの商品を，列には

商品の属性を表示する．

カートは，上下二つのフレームに分かれていて，上

部はテーブルを操作するためのメニューが，下部は商

品情報の入ったテーブルが表示される．そして，カー

トには比較を支援する機能として，属性に沿ってソー

ティングをする，商品 (行) の並び順をドラッグ＆ド

ロップで入れ替える，商品をドラッグ＆ドロップで削

除をする，属性の順番を入れ替える，属性の表示・非

表示を行う，といった機能が付いている．

3 Pick-up Cartの実装

2章で示したインタフェースを取り入れたシステム

Pick-up Cartの開発を行った．本システムは，Pick-up

Cartサーバとクライアント PCで構成される．図 2は

本システムの構成を示している．言語は JavaScriptと

PHPを利用して開発した．

Pick-up Cartサーバはページ取得・書換部，ファイ

ル書換部，カート内の商品情報ファイルから構成され

る．ページ取得・書換部はプロキシの役割を果たし，

以下の動作を行う．



1. 外部サーバ (ショッピングサイト) から HTML

ファイルを取得する．

2. 取得したファイル中の内部リンクのアドレスを

Pick-up Cartサーバのアドレスに書き換え，元の

アドレスを URLパラメータとして付加する．

3. 2のファイルにPick-up Cartを制御する JavaScript

を埋め込み，それをクライアント PCにレスポン

スとして送る．

4. Pick-up Cartサーバに再びアクセスがあった場合，

URL パラメータに保持されている外部サーバの

アドレスを取得する．

以上の四つの動作を繰り返すことで，検索中常に Pick-

up Cartサーバへのアクセスが保たれる．

Pick-up Cartサーバからクライアント PCへ送られ

てきた JavaScriptは，Pick-up Cartインタフェース制

御部と商品情報管理部に分けられる．Pick-up Cartイ

ンタフェース制御部は Pick-up Cartインタフェースを

実現する部分で，以下の三つの動作を行う．

1. 検索結果の商品にドラッグできる属性を付加す

る．

2. 商品がカートにドラッグ＆ドロップされた場合，

該当商品の HTML タグ情報を読み取り，画像，タ

イトル，カテゴリ，値段の情報を抽出し，カート

内にテーブル形式で表示する．

3. テーブルの制御を行う．

次に，商品情報管理部はカート内の商品情報の管理を

する部分で，次の動作を行う．

1. カート内の商品情報が更新された場合，Pick-up

Cartサーバ上のファイル書換部へアクセスするこ

とにより，カート内の商品情報ファイルを書き換

える．

4 考察

本研究のインタフェースの有効性を確かめるため，

開発したシステム Pick-up Cartの評価実験を行った．

実験の結果，商品情報の収集の容易さと比較の容易さ

が向上することがわかった．よって，最初に挙げた商

品情報を忘れてしまって比較できないという問題点は

改善されたといえる．

被験者から，表示される商品の情報量（商品の属

性）が少なすぎるというコメントが得られた．現在，

Pick-up Cartは決められた四つの属性しか取得できな

い．しかし，HTML のデータ構造から自動的に情報

図 2 Pick-up Cartのシステム構成．

を抽出するという技術 [1, 2] を用いれば，より多くの

属性情報が抽出可能なためこの問題は解決する．そし

て，多くの検索システムを用いたウェブサイトで使用

可能なシステムとなるであろう．

5 関連研究

本研究と同様に，検索結果や構造化されたウェブ

ページから，データを自動的に抽出して利用するため

の研究が行われている [1, 2]．また，Sunらの CWSは

既存の検索システムは効果的な比較ができないという

問題意識が同じ研究である [3]．しかし，ウェブペー

ジの比較に着眼点を置いている点で本研究と異なる．

6 まとめ

本研究では，ウェブ上における商品検索システムを

使用するユーザのために，商品情報を収集・比較を支

援するシステム Pick-up Cartを開発した．評価実験に

より，Pick-up Cartは商品情報の収集・比較の容易さ

が向上することがわかった．
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